
  

 

 

 

武蔵村山市「ゼロカーボンシティ」宣言 

～ 二酸化炭素排出量実質ゼロを目指して ～ 

 

 近年、世界規模の異常気象により国内でも豪雨や台風による甚大な

被害が発生しており、その主な原因とされている地球温暖化の進行は、

極めて深刻な問題と考えています。 

 地球温暖化は、我々人間の営みが原因で進行しているといわれてお

り、二酸化炭素など温室効果ガスの発生をできる限り抑制するよう、

脱炭素に向けた行動を早急に行う必要があり、我が国においても、２

０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとするカーボンニ

ュートラルを目指すとしています。 

武蔵村山市においても、これまで公共施設照明器具の LED 化、庁用

車における電気自動車の導入、太陽光発電設備の設置、新エネルギー

利用機器等設置費用の補助など、温室効果ガスの抑制等に取り組んで

おりますが、現在の気候変動危機に対応するためには、更に取組を加

速して推進していく必要があります。 

このことから武蔵村山市は、環境への負荷を抑え、我々の子ども、

孫の世代により良い環境と未来を残すため、市民・事業者・行政が一

体となって地球温暖化対策に積極的に取り組み、２０５０年までに二

酸化炭素排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」の実現を目

指すことを、ここに宣言します。 
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